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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期連結
累計期間

第66期
第２四半期連結
累計期間

第65期

会計期間

自平成22年
12月１日
至平成23年
５月31日

自平成23年
12月１日
至平成24年
５月31日

自平成22年
12月１日
至平成23年
11月30日

売上高（千円） 15,963,85120,066,20432,432,909

経常利益（千円） 497,3761,207,2651,229,761

四半期（当期）純利益（千円） 300,462 619,648 679,244

四半期包括利益又は包括利益（千円） 275,158 738,690 548,068

純資産額（千円） 12,340,09013,214,96212,549,541

総資産額（千円） 22,297,08024,904,50723,648,431

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 33.14 68.35 74.93

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 53.95 51.68 51.74

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
933,0281,015,677690,641

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△683,483△2,147,177△240,155

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△63,514 △73,269△126,972

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
5,915,4584,846,0726,003,230

　

回次
第65期

第２四半期連結
会計期間

第66期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
５月31日

自平成24年
３月１日
至平成24年
５月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 15.42 36.43

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 　  　 ２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 　　　 ３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

        ４．第65期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　　　　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社グループにおける財政状態及び経営成績の分析は以下のとおりであります。

　(1)経営成績の分析

 　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高の長期化や輸出の減少など、懸念材料はあるものの、

緩やかな回復基調で推移いたしました。アジア・中国経済におきましては、輸出の減速や成長率に鈍化はみられ

ますが、堅調でありました。一方、アメリカ経済は、個人消費が持ち直し、企業収益も改善し、緩やかに回復い

たしました。

 このような状況の中で、当社グループは、日米中亜の４極体制の構築を推し進めるとともに、基本方針として

「創・守・伸」（新事業・新分野・新規顧客の創造、販売ルートの堅時、既存ユーザーとの取引深耕）を徹底し

てまいりました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は20,066百万円（前年同期比25.7％増）、営業利益は1,109百万

円（同158.2％増）、経常利益は1,207百万円（同142.7％増）、四半期純利益は619百万円（同106.2％増）となり

ました。

　セグメントの業績の概況は、次の通りであります。

[産業機械]

  産業機械部門における設備投資は、国内・海外とも堅調に推移いたしました。北米では自動車業界向けに大きく

伸長し、アジアでも、自動車業界向けに販売が好調に推移したことに加え、タイの洪水復興需要の取り込みもあり

ました。

　この結果、当部門の売上高は17,684百万円（前年同期比39.0％増）、営業利益は1,368百万円（同66.1％増）とな

りました。

 

[建設機械]

  　　　建設機械部門を取り巻く環境は、東北地方の震災復旧需要を除くと公共投資は減少しており、厳しい状況で推移

　　　いたしました。販売部門は苦戦し、レンタル部門は微増でありました。 

この結果、当部門の売上高は2,363百万円（前年同期比26.7％減）営業利益は109百万円（同56.2％増）となり

ました。

 

[その他]

　  当セグメントは、保険部門の業績を示しております。

当部門の売上高は18百万円（前年同期比19.3％増）、営業利益は５百万円（同13.1％減）となりました。

　 

(2)財政状態の分析

（総資産）　  

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は24,904百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,256

百万円増加いたしました。これは主に、現金及び預金の減少（前期末比1,298百万円減）、受取手形及び売掛

金の増加（同583百万円増）、有価証券の増加（同2,002百万円増）、商品及び製品の増加（同115百万円

増）、前払金の減少（同336百万円減）、建物及び構築物の増加（同289百万円増）、建設仮勘定の減少

（同174百万円減）によるものであります。

（負債） 　

　  当第２四半期連結会計期間末における負債は11,689百万円となり、前連結会計年度末と比較して590百万円増

　加いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加（前期末比590百万円増）、未払法人税等の増加（同

　205百万円増）、未払費用の増加（同31百万円増）、前受金の減少（同221百万円減）によるものであります。
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（純資産） 

　　当第２四半期連結会計期間末における純資産は13,214百万円となり、前連結会計年度末と比較して665百万

　円増加いたしました。これは主に、当第２四半期純利益の計上（619百万円）、剰余金の配当（72百万円）、為

　替換算調整勘定の増加（前期末比63百万円増）によるものであります。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、4,846百万円で、前連結会計年  　

度末と比較して1,157百万円の減少となりました。

  当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は1,015百万円の増加（前年同期は933百万円の増加）となりました。これは、主に税金等調

整前当期純利益の計上（1,219百万円）、売上債権の増加（△488百万円）、仕入債務の増加（500百万円）等による

ものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は2,147百万円の減少（前年同期は683百万円の減少）となりました。これは、主に定期預金

の預入による支出（△1,588百万円）、有価証券の取得による支出（△403百万円）、有形固定資産の取得による支

出（△221百万円）等によるものであります。

  　 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金は73百万円の減少（前年同期は63百万円の減少）となりました。これは、主に配当金の支払

（△72百万円）等によるものであります。

 　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　 該当事項はありません。 

　

(6)主要な設備

 当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった主要な設備の新設について、完了した

ものは、次のとおりであります。　

会社名

事業所名
所在地 セグメントの名称 設備の内容 投資総額(千円) 完了年月

完成後の

増加能力

提出会社
青森市大字

三内
(注)２

賃貸用

住宅設備 
252,137平成23年12月 　　－　

　　（注）１．上記金額には消費税等を含んでおりません。

　２．各セグメントに帰属しない管理部門。　

 

EDINET提出書類

マルカキカイ株式会社(E02891)

四半期報告書

 4/19



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,600,000

計 33,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年７月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,327,700 9,327,700
㈱東京証券取引所

（市場第一部）

　単元株式数

　100株

計 9,327,700 9,327,700 － －

  

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。　　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成24年３月１日

～平成24年５月31日
- 9,327,700 - 1,414,415 - 1,248,878
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（６）【大株主の状況】

 平成24年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

コベルコクレーン株式会社 東京都品川区東五反田２－17－１ 594 6.4

株式会社不二越 富山県富山市不二越本町１－１－１ 576 6.2

あいおいニッセイ同和損害保険株式

会社（常任代理人　日本マスタート

ラスト信託銀行株式会社）

東京都渋谷区恵比寿１－28－１

（東京都港区浜松町２－11－３）
550 5.9

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）    
東京都中央区晴海１－８－11 428 4.6

株式会社りそな銀行    大阪市中央区備後町２－２－１ 396 4.2

株式会社みずほ銀行（常任代理人　

資産管理サービス信託銀行株式会

社）

東京都千代田区内幸町１－１－５

（東京都中央区晴海１－８－12） 
372 4.0

マルカキカイ従業員持株会    大阪府茨木市五日市緑町２－28 352 3.8

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 288 3.1

乾　孝義 兵庫県芦屋市 261 2.8

若山　永太郎 大阪府吹田市 212 2.3

計 － 4,031 43.2

　（注）上記のほか、自己株式が262千株あります。　
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（７）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　平成24年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    262,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  9,063,500 90,635 －

単元未満株式 普通株式      1,900 － －

発行済株式総数           9,327,700 － －

総株主の議決権 － 90,635 －

　

　　　

②【自己株式等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成24年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

マルカキカイ株式会社
大阪府茨木市五日市緑

町２番28号
262,300 － 262,300 2.81

計 － 262,300 － 262,300 2.81

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。 

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年３月１日から平成

24年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,913,422 4,615,363

受取手形及び売掛金 8,927,493 9,510,938

有価証券 300,000 2,302,905

商品及び製品 1,241,084 1,356,954

仕掛品 27,591 31,145

原材料及び貯蔵品 6,811 6,178

繰延税金資産 132,748 142,283

その他 1,302,629 913,865

貸倒引当金 △52,188 △55,472

流動資産合計 17,799,592 18,824,164

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 898,709 1,206,926

減価償却累計額 △589,565 △607,826

建物及び構築物（純額） 309,144 599,099

機械装置及び運搬具 150,346 155,863

減価償却累計額 △130,426 △138,178

機械装置及び運搬具（純額） 19,919 17,684

工具、器具及び備品 196,417 200,790

減価償却累計額 △171,289 △168,850

工具、器具及び備品（純額） 25,128 31,939

貸与資産 2,065,597 2,037,374

減価償却累計額 △1,690,464 △1,679,807

貸与資産（純額） 375,132 357,567

土地 2,861,525 2,888,630

建設仮勘定 182,602 7,752

有形固定資産合計 3,773,453 3,902,674

無形固定資産

のれん 31,731 23,798

その他 54,853 66,939

無形固定資産合計 86,585 90,738

投資その他の資産

投資有価証券 1,292,565 1,397,702

長期預金 500,000 500,000

繰延税金資産 15,945 15,171

その他 333,786 307,050

貸倒引当金 △154,858 △133,708

投資その他の資産合計 1,987,438 2,086,216

固定資産合計 5,847,476 6,079,629

繰延資産

開業費 1,362 713

繰延資産合計 1,362 713

資産合計 23,648,431 24,904,507
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,697,208 9,287,288

短期借入金 80,000 80,000

未払法人税等 252,507 458,297

その他 1,607,052 1,415,245

流動負債合計 10,636,768 11,240,830

固定負債

繰延税金負債 12,906 25,942

退職給付引当金 58,795 42,859

役員退職慰労引当金 143,601 156,889

再評価に係る繰延税金負債 207,252 184,661

その他 39,566 38,359

固定負債合計 462,121 448,713

負債合計 11,098,889 11,689,544

純資産の部

株主資本

資本金 1,414,415 1,414,415

資本剰余金 1,300,391 1,300,391

利益剰余金 9,999,173 10,546,298

自己株式 △211,731 △211,828

株主資本合計 12,502,249 13,049,276

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 78,212 80,291

土地再評価差額金 269,380 291,971

為替換算調整勘定 △613,693 △550,149

その他の包括利益累計額合計 △266,100 △177,886

少数株主持分 313,392 343,572

純資産合計 12,549,541 13,214,962

負債純資産合計 23,648,431 24,904,507
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年５月31日)

売上高 15,963,851 20,066,204

売上原価 13,799,208 17,103,234

売上総利益 2,164,643 2,962,970

割賦販売未実現利益戻入額 23,533 14,066

割賦販売未実現利益繰入額 16,087 7,379

差引売上総利益 2,172,088 2,969,657

販売費及び一般管理費 ※
 1,742,160

※
 1,859,792

営業利益 429,928 1,109,864

営業外収益

受取利息 27,620 29,951

受取配当金 6,941 7,708

固定資産売却益 24,272 15,552

為替差益 － 25,663

不動産賃貸料 34,356 28,850

雑収入 14,820 22,442

営業外収益合計 108,011 130,169

営業外費用

支払利息 1,036 735

為替差損 26,175 －

不動産賃貸費用 12,086 29,872

雑損失 1,266 2,160

営業外費用合計 40,564 32,768

経常利益 497,376 1,207,265

特別利益

固定資産売却益 55 －

投資有価証券売却益 23,492 －

退職給付制度改定益 － 15,729

特別利益合計 23,547 15,729

特別損失

固定資産除却損 － 3,290

投資有価証券評価損 8,831 －

特別損失合計 8,831 3,290

税金等調整前四半期純利益 512,092 1,219,704

法人税、住民税及び事業税 205,632 580,432

法人税等合計 205,632 580,432

少数株主損益調整前四半期純利益 306,460 639,271

少数株主利益 5,997 19,622

四半期純利益 300,462 619,648
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 306,460 639,271

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16,247 1,208

土地再評価差額金 － 22,590

為替換算調整勘定 △47,549 75,619

その他の包括利益合計 △31,301 99,418

四半期包括利益 275,158 738,690

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 272,960 707,863

少数株主に係る四半期包括利益 2,198 30,827
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 512,092 1,219,704

減価償却費 120,780 78,962

のれん償却額 7,932 7,932

退職給付引当金の増減額（△は減少） △133,006 △2,646

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23,102 △8,970

貸倒引当金の増減額（△は減少） 39,757 △18,451

受取利息及び受取配当金 △34,562 △37,660

支払利息 1,036 735

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 8,831 －

為替差損益（△は益） 26,175 △25,663

固定資産売却損益（△は益） △24,327 △15,552

固定資産除却損 － 3,290

投資有価証券売却損益（△は益） △23,492 －

売上債権の増減額（△は増加） 131,993 △488,682

たな卸資産の増減額（△は増加） △36,089 △71,450

仕入債務の増減額（△は減少） 515,832 500,348

その他 △13,672 230,315

小計 1,076,180 1,372,210

利息及び配当金の受取額 34,663 34,590

利息の支払額 △1,020 △735

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △176,793 △390,387

営業活動によるキャッシュ・フロー 933,028 1,015,677

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △564,614 △1,588,840

定期預金の払戻による収入 26,700 140,217

有価証券の取得による支出 △110,328 △403,257

有形固定資産の取得による支出 △74,253 △221,687

有形固定資産の売却による収入 32,270 17,510

投資有価証券の取得による支出 △63,111 △122,411

投資有価証券の売却による収入 65,640 －

ゴルフ会員権の退会による収入 － 30,000

貸付けによる支出 △847 △216

貸付金の回収による収入 3,606 981

その他 1,453 525

投資活動によるキャッシュ・フロー △683,483 △2,147,177

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △55 △97

配当金の支払額 △63,459 △72,523

少数株主への配当金の支払額 － △648

財務活動によるキャッシュ・フロー △63,514 △73,269

現金及び現金同等物に係る換算差額 △46,756 47,610

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 139,275 △1,157,158

現金及び現金同等物の期首残高 5,776,183 6,003,230

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,915,458

※
 4,846,072
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【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年５月31日）

（会計上の見積りの変更） 

  当社及び一部の連結子会社が保有する貸与資産の耐用年数は、従来、法人税法に規定する方法と同一の基準により一

律６年を採用しておりましたが、過去の使用実態を見直した結果、従来の耐用年数よりも長期に利用可能であることが

明らかになったため、第１四半期連結会計期間において、一律６年から６年～16年に変更しております。

  これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

それぞれ33,191千円増加しております。　

（会計方針の変更） 

  当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第２四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以降に取得し

た減価償却資産については、改正後の法人税法に規定する減価償却の方法に変更しております。

  なお、この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年５月31日）

税金費用の計算 　税金費用の計算については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会

計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年５月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

（退職給付引当金）

　退職給付一時金制度及び適格退職年金制度を採用していた一部の連結子会社は、第１四半期連結会計期間より退職給付

一時金制度及び中小企業退職金共済制度を併用した制度に移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企

業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

 これに伴い、当第２四半期連結累計期間において退職給付制度改定益15,729千円を特別利益に計上しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年11月30日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年５月31日）

　１．保証債務残高 

取引先でリース利用者に対する保証

　１．保証債務残高 

取引先でリース利用者に対する保証

7件 107,833千円

 

7件 92,359千円

 

２．裏書手形譲渡高 396,666千円

 

２．裏書手形譲渡高 450,433千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与 751,840千円 従業員給与 831,345千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年５月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年５月31日現在）

（千円）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成24年５月31日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 5,234,550

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来

する短期投資（有価証券）
1,399,732

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △718,823

現金及び現金同等物 5,915,458

現金及び預金勘定 4,615,363

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来

する短期投資（有価証券）
1,899,648

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,668,940

現金及び現金同等物 4,846,072

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年５月31日）

  １．配当金支払額 

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年２月25日

 定時株主総会
普通株式 63,459千円 7円  平成22年11月30日 平成23年２月28日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

　　末後となるもの  

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年７月５日

 取締役会
普通株式 63,458千円 7円  平成23年５月31日 平成23年８月９日 利益剰余金

 

　３．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。  

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年５月31日）

  1. 配当金支払額 

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成24年２月24日

 定時株主総会
普通株式 72,523千円 8円 平成23年11月30日 平成24年２月27日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

    末後となるもの  

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成24年７月４日

 取締役会
普通株式 81,588千円 9円  平成24年５月31日 平成24年８月７日 利益剰余金

 　　　
       　 ３．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。  
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
産業機械 建設機械 計

売上高      　 　

外部顧客への売上高 12,725,6983,222,59515,948,29315,55715,963,851  － 15,963,851

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － －   －   －   －    －

計 12,725,6983,222,59515,948,29315,55715,963,851  － 15,963,851

セグメント利益 823,755 69,967 893,722 6,203 899,926△469,997429,928

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険の代理店業を行っております。　

２．セグメント利益の調整額△469,997千円は、各セグメントに帰属していない当社の管理部門に係る費用等であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
産業機械 建設機械 計

売上高      　 　

外部顧客への売上高 17,684,4202,363,21720,047,63718,56620,066,204  － 20,066,204

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － －   －   －   －    －

計 17,684,4202,363,21720,047,63718,56620,066,204  － 20,066,204

セグメント利益 1,368,276109,2771,477,5545,3931,482,947△373,0831,109,864

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険の代理店業を行っております。　

２．セグメント利益の調整額△373,083千円は、各セグメントに帰属していない当社の管理部門に係る費用等であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年５月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 33円14銭 68円35銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 300,462 619,648

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 300,462 619,648

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,065 9,065

　(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成24年７月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・81,588千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・平成24年８月７日

 （注）平成24年５月31現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年７月９日

マルカキカイ株式会社

取締役会　御中

近畿第一監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマルカキカイ株式

会社の平成23年12月１日から平成24年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年３月１日から

平成24年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マルカキカイ株式会社及び連結子会社の平成24年５月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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